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道
具
を
研
ぐ
と
は
、
と
き
ど
き
足
を
止
め
て
「
自
分
を
磨
き
、
高
め
る
時
間
」
を
持

つ
と
い
う
こ
と
。

　

た
だ
や
み
く
も
に
進
む
よ
り
、
そ
の
貴
重
な
時
間
が
成
功
に
導
く
の
で
す
。「
道
具

も
自
分
も
磨
く
時
間
を
大
切
に
」

ま
す
。
一
層
、
我
々
僧
侶
も
お
大
師
さ
ま
が
残
さ

れ
た
教
え
や
教
典
を
、
後
世
に
引
き
継
い
で
い
か

な
い
と
い
け
な
い
使
命
感
に
駆
ら
れ
て
い
ま
す
。

記
念
大
法
会
に
出
仕
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
お
大

師
さ
ま
の
結
ん
で
下
さ
っ
た
ご
縁
に
感
謝
し
、
ま

た
正
観
寺
の
檀
信
徒
の
皆
さ
ま
に
、
正
し
い
教き

ょ
う
け化

が
で
き
ま
す
よ
う
に
精
進
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

Ｗ
Ｂ
Ｃ
前
監
督
、
栗
山
英
樹
氏
も
高
野
山
に
足

を
運
ば
れ
ま
し
た
。
お
大
師
さ
ま
の
根
本
唯
一
の

目
的
は
、
人
々
を
幸
せ
に
導
く
こ
と
、
宗
旨
、
身

分
、
人
種
、
生
物
、
無
生
物
を
問
わ
ず
、
宇
宙
に

存
在
す
る
も
の
す
べ
て
は
、
大
日
如
来
の
顕
れ
で

あ
る
と
し
た
教
え
の
実
践
が
世
界
平
和
に
つ
な
が

り
、
混
沌
と
し
た
時
代
だ
か
ら
こ
そ
必
要
で
あ
る

と
、
共
感
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

令
和
六
年
四
月
二
十
八
日
（
日
）
～
二
十
九
日

（
月
）
に
、
高
野
山
参
拝
（
御
逮
夜
、
旧
正
御
影
供

法
要
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
是
非
、
こ
の
機
会

に
聖
地
高
野
山
に
お
大
師
さ
ま
を
感
じ
に
足
を
運

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
心
よ
り
お
待
ち
し
申
し
上
げ

て
お
り
ま
す
。

あ
り
が
た
や　

た
か
の
の
や
ま
の　

い
わ
か
げ
に　

だ
い
し
は
い
ま
だ　

お
は
し
ま
す
な
る

　

昨
年
、
令
和
五
年
四
月
二
十
五
日
（
火
）
～

二
十
六
日
（
水
）
に
、
総
本
山
善ぜ

ん

通つ
う

寺じ

大
法
会
に

参
拝
し
て
参
り
ま
し
た
。
正
観
寺
も
所
属
し
て
お

り
ま
す
広
島
県
真
言
宗
教
団
（
広
島
県
下
に
あ
る

真
言
宗
寺
院
約
二
十
ヶ
寺
）、
ご
寺
院
さ
ま
檀
信
徒

さ
ま
百
名
超
で
お
参
り
し
て
参
り
ま
し
た
。
沢
山

の
団
体
参
拝
が
一
同
に
お
集
ま
り
に
な
っ
た
の
は
、

七
年
前
に
高
野
山
開
創
千
二
百
年
記
念
大
法
会
に

参
拝（
百
三
十
名
弱
）し
て
以
来
で
す
。
こ
の
度
は
、

宗
祖
弘
法
大
師
御
誕
生
千
二
百
五
十
年
の
記
念
大

法
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

千
二
百
五
十
年
前
、
真ま

お魚
少
年
が
お
生
ま
れ
に

な
っ
た
の
は
、
讃
岐
の
国
善
通
寺
、
や
が
て
海
を

越
え
て
唐
に
渡
り
、
真
言
密み

っ
き
ょ
う
教
の
正
統
後
継
者
と

な
り
、
日
本
に
そ
の
教
え
を
持
ち
帰
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
千
二
百
年
の
月
日
が
過
ぎ
よ
う
と
も
、

い
ま
で
も
「
お
大
師
さ
ま
」
の
名
前
で
多
く
の
人

に
信
仰
、帰き

え依
を
集
め
て
い
ま
す
。
時
代
が
変
わ
っ

て
も
変
わ
ら
な
い
も
の
「
人
々
の
こ
こ
ろ
」
を
軸

と
し
て
、
高
野
山
・
四
国
遍
路
・
日
本
中
に
あ
る

霊
場
を
中
心
に
「
同
行
二
人
」
と
し
て
未
来
永
劫
、

お
大
師
さ
ま
信
仰
は
続
い
て
い
く
と
確
信
し
て
い

良り
ょ
う
こ
う工
は
先ま

ず
そ
の
刀と
う

を
利と

く
す
、

　
　
　
　
　
　 

能の
う
し
ょ書
は
必
ず
好こ
う
ひ
つ筆
を
用
う 

『
性
し
ょ
う
り
ょ
う
し
ゅ
う

霊
集
』

お大師さまと共に
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卒そ

と

ば

塔
婆

　

卒
塔
婆
は
略
し
て
、
別
名
「
塔と
う

婆ば

」
と
も
い
い
、
仏
塔
の
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

一
般
的
に
は
追
善
供
養
の
た
め
に
建
立
し
、
お
墓
の
後
ろ
に
立
て
ま
す
。
追
善
供

養
と
い
う
の
は
、
葬
送
・
年
忌
法
要
・
納
骨
・
盆
や
彼
岸
な
ど
で
、
施
主
を
中
心
に
、

ご
縁
が
あ
っ
た
方
々
が
亡
く
な
っ
た
人
を
弔
い
、
冥
福
を
祈
り
、
成
仏
を
願
う
た

め
に
行
う
供
養
の
こ
と
で
、
仏
塔
と
は
、
仏
舎
利
（
お
釈
迦
さ
ま
の
遺
骨
）
を
納

め
た
塔
の
こ
と
で
す
。
仏
塔
を
簡
略
化
し
た
も
の
で
あ
る
卒
塔
婆
に
は
、
五
輪
塔

な
ど
と
同
じ
く
仏
教
の
宇
宙
観
で
あ
る
五
大
（
空
・
風
・
火
・
水
・
地
）
が
表
さ

れ
て
い
ま
す
。
な
お
、言
葉
の
語
源
は
、古
代
イ
ン
ド
の
サ
ン
ク
ス
リ
ッ
ト
語
「
ス

ト
ゥ
ー
パ
」
と
い
う
言
葉
を
、
漢
語
（
中
国
語
）
で
音
写
し
た
も
の
で
す
。

　

正
観
寺
で
も
、
年
忌
法
要
（
ご
法
事
）
の
際
や
、
地
蔵
祭
り
で
行
う
施せ

が

き
餓
鬼
供

養
の
際
に
塔
婆
を
浄
書
し
、
檀
信
徒
の
皆
さ
ま
と
共
に
追
善
供
養
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
　
除
夜
の
鐘
の
回
数
（
百
八
回
）
の
由
来

　

日
本
中
ど
の
お
寺
で
も
行
う
除
夜
の
鐘
。
日
本
中
、
除
夜
の
鐘
の
回
数
は
、
概

ね
百
八
回
。
で
は
ど
う
し
て
百
八
回
な
の
で
し
ょ
う
か
？
い
ろ
い
ろ
説
が
あ
り
ま

す
が
、
三
つ
程
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

① 

人
間
に
は
、
元
よ
り
百
八
の
煩ぼ
ん
の
う悩
が
あ
る
説
。
多
く
の
正
式
な
数
珠
も
百
八
個

の
玉
が
基
本
で
あ
り
、
除
夜
の
鐘
を
打
つ
と
同
等
に
、
百
八
煩
悩
を
断
ち
切
る

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
又
「
煩
悩
即
菩ぼ

提だ
い

」
と
い
い
、
真
言
宗
の
教
え
に

よ
る
と
、
煩
悩
と
は
迷
い
の
こ
と
で
、
菩
提
と
は
悟
り
の
こ
と
で
、
迷
い
が
そ

の
ま
ま
悟
り
に
な
る
、
煩
悩
や
欲
望
が
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
わ
る
と
言
い

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
真
言
宗
で
は
護ご

ま摩
を
焚
き
、
煩
悩
を
仏
さ
ま
の
火
を
通

し
て
智ち

え慧
に
変
わ
ら
せ
る
供
養
を
行
い
ま
す
。

② 

十
二
ヶ
月
・
二
十
四
節
気
（
一
年
を
二
十
四
の
季
節
に
分
け
た
も
の
）・

七
十
二
候
（
二
十
四
節
気
を
さ
ら
に
三
つ
に
分
け
た
も
の
）
を
足
す
と
百
八
と

な
り
、
一
年
で
百
八
を
表
す
と
い
う
説
。

③ 

人
間
に
は
だ
れ
ひ
と
り
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
四
字
熟
語
に
も
な
っ

て
い
る
四
苦
（
四
×
九
）
と
八
苦
（
八
×
九
）
を
足
す
と
百
八
に
な
り
、
四
苦

八
苦
の
苦
し
み
を
取
り
除
く
と
い
う
説
。

　

お
寺
は
、「
仏
さ
ま
か
ら
の
宿
題
」
を
解
く
た
め
の
心
の
学
校
で
す
。
お
参
り

し
て
心
の
洗
濯
を
し
、
心
の
豊
か
さ
を
育
ん
で
も
ら
え
た
ら
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　
「
四
苦
」

生し
ょ
う
く苦
…
生
ま
れ
る
苦
し
み

老ろ
う

苦く

…
老
い
る
苦
し
み

病び
ょ
う
く苦
…
病
気
に
な
る
苦
し
み

死し

く苦
…
死
ぬ
苦
し
み

　
「
八
苦
」

愛あ
い
べ
つ別
離り

く苦
…
愛
す
る
人
と
別
れ
る
苦
し
み

怨お
ん
ぞ
う憎
会え

く苦
…
怨
み
、
憎
む
人
と
出
会
う
苦
し
み

求ぐ

不ふ

得と
く

苦く

…
求
め
る
も
の
が
手
に
入
ら
な
い
苦
し
み

五ご
う
ん
じ
ょ
う
く

蘊
盛
苦
… 

人
の
体
や
身
体
を
形
成
し
て
い
る
、
感
覚
や

欲
求
、
意
識
か
ら
く
る
全
て
の
苦
し
み
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空

風

火
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カ

ラ
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「
境
内
地
墓
地
」「
本
堂
　
納
骨
堂
」「
永
代
供
養
塔
」　
に
つ
い
て

　
　
守
り
本ほ
ん
ぞ
ん尊

　

人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
生
ま
れ
年
の
干
支
に
よ
っ
て
、
自
身
を
守
っ
て
く
れ
る
仏
さ

ま
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
仏
さ
ま
を
守
り
本
尊
と
い
い
ま
す
。
干
支
に
よ
っ
て
決

め
ら
れ
て
い
る
守
り
本
尊
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
を
持
ち
、
そ
の
人
を
一
生
守
っ

て
く
だ
さ
い
ま
す
。
厄
除
け
や
開
運
の
守
護
仏
と
し
て
、
古
来
よ
り
人
々
に
信
仰

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
檀
信
徒
の
皆
さ
ま
も
、
自
分
の
守
り
本
尊
を
ご
確
認
い
た
だ

き
、
ご
加
護
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　
　
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で

　

残
暑
は
秋
の
彼
岸
ま
で
に
治
ま
り
、
余
寒
は
春
の
彼
岸
ま
で
に
和
ら
ぐ
の
で
、

そ
れ
以
降
は
過
ご
し
や
す
く
な
る
と
い
う
言
い
慣
わ
し
で
あ
り
、「
ど
の
よ
う
な

困
難
な
事
態
で
あ
っ
て
も
、
や
が
て
は
終
わ
り
が
来
て
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
い
う
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

又
、
春
の
彼
岸
・
秋
の
彼
岸
に
は
墓
参
り
等
に
出
向
き
、「
ご
先
祖
さ
ま
」・「
自

然
」
に
感
謝
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
お
彼
岸
は
改
め
て
、
ご
縁
の
大
切
さ
を
再
認

識
し
、
ご
自
身
を
見
つ
め
直
す
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
良
い
お

彼
岸
を
過
ご
せ
て
頂
き
ま
し
た
ら
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

◎
境
内
地
墓
地　

本
堂
納
骨
堂　

永
代
供
養
塔　

空
き
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
た
に
、
本
堂
裏
（
右
側
）
に
、
納
骨
堂
の
増
設
を
し
ま
し
た
。

←
Ｎ
Ｅ
Ｗ
（
納
骨
堂
増
設
）

子 千
せんじゅかんのん

手観音菩
ぼ

薩
さつ

丑寅 虚
こ

空
くうぞう

蔵菩
ぼ

薩
さつ

卯 文
もんじゅ

殊菩
ぼ

薩
さつ

辰巳 普
ふ

賢
げん

菩
ぼ

薩
さつ

午 勢
せい

至
し

菩
ぼ

薩
さつ

未申 大
だいにちにょらい

日如来

酉 不
ふどうみょうおう

動明王

戌亥 阿
あ み だ

弥陀如
にょらい

来
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│ 

新
元
号
「
令
和
」
記
念 

│

「
や
す
ら
ぎ
観
音
さ
ま
」
の

　
　
　
　
　
　ご
奉
納
に
つ
い
て

　「や
す
ら
ぎ
観
音
さ
ま
」
の
ご
守
護
を
頂
戴

し
、
日
々
の
安
心
の
糧
に
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　本
堂
内
に
ご
奉
納
さ
れ
て
も
、
仏
さ
ま
を
お

持
ち
帰
ら
れ
て
、
各
ご
家
庭
で
お
祀
り
頂
い
て

も
結
構
で
す
。

　台
座
の
記
載
は
い
か
よ
う
に
も
対
応
致
し
ま

す
。　現

在
、
約
八
十
体
弱
の
ご
奉
納
を
頂
い
て
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
数
に
余
裕
が
ご
ざ
い
ま
す
。



《
月
例
行
事
予
定
表
》【
変
則
的
、要
確
認
】

一
、
御
本
尊
「
聖
観
世
音
菩
薩
」
ご
縁
日

　  

［
諸
供
養・諸
祈
願（
護
摩
祈
祷
）・ 

昼
食（
弁
当
）お
接
待
有
］

　
　
◎
毎
月
　
十
八
日
　
午
前
十
時
半
～

　
　
十
八
日
が
日
曜
・
祭
日
の
場
合

　
　
お
大
師
さ
ん
「
弘
法
大
師
」
ご
縁
日

　
　
　
　
　
二
十
一
日
　
午
前
十
時
半
～

二
、
般
若
心
経
　
写
経
教
室
　
月
一
回
程
度
（
不
定
期
）

三
、
高
野
山
金
剛
流
御
詠
歌
教
室
　
月
二
回
程
度（
不
定
期
）

　
　
平
日
昼
間
　
午
後
十
三
時
～
十
五
時

　

一
、
四
月
二
十
八
日（
日
）～
二
十
九
日（
月
）一
泊
二
日

　
　
　

 

『
高
野
山
参
拝
』 

費
用 

四
〇
、〇
〇
〇
円
予
定

　

二
、
七
月
七
日（
日
）～
八
日（
月
）　
　

一
泊
二
日

　
　
　

 

『
石
鎚
山
参
拝
』 

費
用 

三
五
、〇
〇
〇
円
予
定

　

〒
735- 

0029 

広
島
県
安
芸
郡
府
中
町
茂
陰
二
丁
目
二
―
八
―
四

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
八
二
―
二
八
二
―
五
六
六
二

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
八
二
―
二
八
五
―
五
五
三
〇

　
　

E-m
ail : info@

shokanji.com

　
　
　
　
　
　
　

 

広
島　

正
観
寺   

　

○
新
大
州
橋
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
広
島
府
中（
旧
ソ
レ
イ
ユ
）近
く

　

◎
広
島
高
速
二
号
線

　
　

府
中
出
入
口（
温
品
Ｊ
Ｃ
Ｔ
方
面
出
入
口
の
み
）下
車
二
分

　
　

大
州
出
入
口（
仁
保
Ｊ
Ｃ
Ｔ
方
面
出
入
口
の
み
）下
車
二
分

　

◇
Ｊ
Ｒ
天
神
川
駅
下
車
徒
歩
七
分

　

◇
バス
停「
新
大
州
橋
」「
府
中
大
橋
」下
車
徒
歩
三
分

　
　
　
　
　
　
　
　

（
駐
車
場
有
り
）
正
　
観
　
寺

《
随
時
受
付
中
（
宗
派
不
問
）
》

　
　
　
詳
細
は
お
寺
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
境
内
地
墓
地
・
本
堂
納
骨
堂
・
永
代
供
養
塔

　
水
子
納
骨
堂
・
水
子
地
蔵
尊
・
や
す
ら
ぎ
観
音

　
正
観
寺
会
館
（
葬
儀
会
場
）
／
（
仏
前
結
婚
式
会
場
）

　
先
祖
供
養
・
水
子
供
養
・
永
代
供
養

　
護
摩
祈
祷
・
厄
除
け
・
お
焚
き
上
げ
・
諸
祈
願
・
仏
事
全
般
等
々

　
随
時
本
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
お
砂
踏
み
可

検
索

第58号　　　　　　　　　　　　　　　　　　観　　　　　　音　　　　　　　　　　　　　　　令和６年  ⑷

令
和
六
年
度

　
　年
間
行
事
予
定
表

一
〜
三

十
八三中

旬
十
七

一
〜
三
十

十
四

二
十
八
〜
二
十
九

一
〜
三
十
一

十
八

十
八

七
〜
八

十
八

上
旬

十
五

中
旬

二
十
一

一
〜
三
十
一

十
三

一
〜
三
十

十
八

十
八

三
十
一

修
正
会
（
初
護
摩
祈
祷
）

初
観
音
ご
縁
日

星
祭
り
（
星
供
養
節
分
会
／
北
斗
護
摩
祈
祷
）

春
季
彼
岸
お
参
り

春
季
彼
岸
会
・
永
代
合
同
供
養
祭

十
三
詣
り

観
音
大
祭
（

　
　
　　
　
　
　
　
　
　

　）

高
野
山
参
拝
（
御
逮
夜
・
旧
正
御
影
供
）

十
三
詣
り

観
音
ご
縁
日

観
音
ご
縁
日
・
青
葉
祭
り

（
弘
法
大
師
降
誕
会
）

霊
峰
石
鎚
山
参
拝
（
お
山
開
き
大
祭
）

観
音
ご
縁
日

盆
お
参
り

盂
蘭
盆
会
・
永
代
合
同
供
養
祭

秋
季
彼
岸
お
参
り

秋
季
彼
岸
会
・
永
代
合
同
供
養
祭

七
五
三
祝
祷

地
蔵
祭
り
（

　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　）

七
五
三
祝
祷

観
音
ご
縁
日

納
観
音
ご
縁
日

年
越
祭
（
除
夜
の
鐘
）

う

　ら
ぼ
ん
え

せ
が
き

ご
本
尊
供
・
大
柴
燈
護
摩
供
法
要

火
生
三
昧
火
渡
り
・
福
餅
ま
き

演
奏
会
・
護
摩
供
法
要

施
餓
鬼
供
養
・
き
ゅ
う
り
加
持
祈
祷

一二三四五六

七八九十十
一

十
二




